
無料
要申込

各回ともに
30名（先着順）

千葉県男女共同参画推進連携会議加入団体の関係者様ほか

※手話対応をご希望の方は１１月２６日（水）までにお申込みください。

右記の二次元コード（申込フォーム）または下記URLからお申込みください。

申込期限：令和７年１２月３日(水)

主催：千葉県・千葉県男女共同参画推進連携会議

チーバくん

第１回 千葉市開催 令和７年 １２月１８日（木） １４時～１６時３０分
テーマ：アンコンシャス・バイアスの解消に向けた取組

千葉市生涯学習センター 大研修室 （受付開始１３：３０）

申込フォーム

様々な業種の管理職の方等を対象に、職場での女性活躍に向けた環境づくりの成功事例などを

共有し、実践的な取組につなげるため、今年度は２つのテーマで実施します。

第１部 基調講演

講師 瀧井 智美 氏 株式会社ICB 代表取締役

14:１0～1４:４0

第１回 千葉市開催

第２部 交流会 14:５0～1６:３0

第２回 市川市開催

第１部 基調講演 1３:４0～1４:１0

テーマ：ワーク・ライフ・バランス実現のステップ

～形ばかり・一過性のものとしないために～

第２部 交流会 14:２0～1６:０0
テーマ：気づきから行動へ！アンコンシャス・

バイアスを解消する職場改善アイデアソン

テーマ：アンコンシャス・バイアスを乗り越えよう！

～無意識の偏見の気づきから職場改善・自身の成長へ～

講師 瀧井 智美 氏 株式会社ICB 代表取締役

テーマ：今日から始める！ワーク・ライフ・

バランス実現のためのアクションプラン

※両開催にお申込みいただけます。

千葉県男女共同参画推進連携会議とは
千葉県の男女共同参画社会づくりのため、職場、学校、地
域、家庭など社会のあらゆる分野における男女共同参画の
自主的な取組を推進することを目的として平成１９年２月
に発足。産業・地域・教育の３部会及び女性活躍推進特別
部会で構成。令和７年１０月時点で６６団体が加入。

第２回 市川市開催 令和７年 １２月２２日（月） １３時３０分～１６時
テーマ：ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組

山崎製パン企業年金基金会館 陽光 （受付開始１３：００）

定員 対象者

申込方法

【申込フォーム】https://apply.e-tumo.jp/pref-chiba-u/offer/offerList_detail?tempSeq=50502



第１回 千葉市開催

１４：１０ 第１部 基調講演

14：００ 開会挨拶

１４：４０ 休憩

１４：５０ 第２部 交流会

１６：３０ 閉会

会場 山崎製パン企業年金基金会館
市川市市川１－３－１４

交通 JR総武線 市川駅北口 徒歩2分

京成電鉄 市川真間駅 徒歩５分

第２回 市川市開催

１３：４０ 第１部 基調講演

1３：３０ 開会挨拶

１４：１０ 休憩

１４：２０ 第２部 交流会

１６：００ 閉会

会場 千葉市生涯学習センター

千葉市中央区弁天３－７－７
交通 JR線等 千葉駅 千葉公園口から徒歩８分

千葉モノレール 千葉公園駅 徒歩５分

2003年より女性のキャリア支援、2008年よりワークライフバランス、

ダイバーシティコンサルタントとして活動。企業、官公庁、大学などで、

女性活躍やワーク・ライフ・バランス、ダイバーシティの研修及び

コンサルティングの実績多数。それらの活動実績が評価され、

平成 27年ひょうご女性未来・縹(はなだ)賞受賞。

兵庫県男女共同参画審議会委員他公職多数。

令和６年度「女性活躍推進のための異業種交流会」の講師及び総括ファシリテーターのほか、

令和７年度「男女共同参画シンポジウム」の講師も務める。

株式会社ICB代表取締役 瀧井 智美 氏
たきい ともみ

千葉県多様性社会推進課 男女共同参画室

043-223-2379

kyodo2@mz.pref.chiba.lg.jp

※個人情報の取扱いについて
個人情報は、当該事業の事業実施に関わる資料等の作成のために利用し、
法令に基づく場合を除き、第三者に提供することはありません。

テーマ：アンコンシャス・バイアスの解消に向けた取組

テーマ：ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組

※公共交通機関をご利用ください。

千葉県男女共同参画推進連携会議 地域部会・教育部会の合同開催

千葉県男女共同参画推進連携会議 産業部会・女性活躍推進特別部会の合同開催

問合せ先

プログラム

講師プロフィール

グループに分かれ、ファシリテーターを中心に、
アンコンシャス・バイアス解消に向けた取組をテーマに
３つの意見交換を行います。

［ディスカッション①］
自分や職場にあるアンコンシャス・バイアスを振り返る
［ディスカッション②］
アンコンシャス・バイアスが個人・職場に与える影響
［ディスカッション③］
アンコンシャス・バイアスを解消するための対処法

グループに分かれ、ファシリテーターを中心に、
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組をテーマに、
KPTを用いた意見交換を行います。

［Keep］具体的に取り組み始めていること、工夫していること
［Problem］なかなか進まないこと、職場の課題・葛藤・悩み
［Try］自分に必要なこと、組織に必要なこと、解決策、

推進アイデア

※KPT（ケプト）とは・・・行動や結果を「Keep（継続）」
「Problem（問題）」「Try（挑戦）」の ３つの観点から整理し、
個人やチームがプロジェクトや活動を振り返るフレームワーク


